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この機関紙発行の一部は共同募金配分金です。 

　毎月、第2木曜日の午後から開催している志方町中才いきいきサロン。 
　この日は、トライやるウィークの中学生2人が参加して、健康チェックをしたり、レクリエーションをしたり
と楽しいひと時を過ごしました。 
　中学生2人は「こんな感じで（顔見知りが）、人が集まるところが近くにあればいいですね。僕たちもこん
なふうになりたいね」と笑顔で話していました。 
　お別れの時「ありがとうございました」と元気よくあいさつする中学生に、サロン参加者は「またおいでよ！
勉強がんばれよ！部活動もがんばれよ！」と声をかけていました。 
　本当に、みなさんの楽しさが伝わり『いきいき』とした表情が印象的なサロンでした。 
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　加古川市老人大学院は、地域の絆をつなぐ『人づくり』をすすめています。しかし、絆は目に
見えにくく、評価をしにくいのが現状です。『地域が200％明るくなった』や『絆が強くなり、
福祉力が150％向上した』というような表現ができないからです。 
　そこで今回は、老人大学院の人づくりが市内全域に広まるように、今春卒業し地域デビューす
る学生の思いを紹介します。 

＊1アダプトプログラムとは、公共施設を「子ども」として守り育てていく美化ボランティア制度のことです。 
＊2はがし隊とは、路上違反広告物撤去活動員のことです。詳しくは、加古川市にお問い合わせください。 
　　問合先：加古川市役所　代表 079（421）2000
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理事長　糀 谷　耕 平 

社会福祉法人 
加古川市社会福祉協議会 
 

　明けましておめでとうございます。 
　平成23年の新春を迎え、皆様のご多幸をお祈りい
たします。 
　さて、少子・高齢化が進む中、社会情勢も政治的、
経済的不安の拡大が続いていると感じる一方、住民
同士の交流の希薄化もますます進み、最近の社会は、
住民同士のかかわりがなくても、便利で暮らしやす
い社会の方向へ進んでいるのではないかとも懸念し
ます。 
　このような状況の中で、加古川市社会福祉協議会は、
地域福祉をより一層推進していくために、平成19～

22年度を実施期間とした第1次地域福祉推進計画に続き、
平成23年度からの第２次地域福祉推進計画策定に取
り組んでおります。 
　そして、地域福祉の中心であるといわれる住民の
主体性を住民同士の交流や親睦を密にすることによ
って強くなっていくことを重視し、「ささえあい　
地域で見守る　まちづくり」をみなさんと一緒にな
って推進していかなければならないと考えております。 
　どうぞ皆様、本年も一層のご理解とご支援を賜り
ますようお願い申しあげ、年頭のごあいさつといた
します。 

　私は、高齢社会が進む中で、
『高齢者としてどのように
地域に融合していくか』等
を考え、リーダーとしての資質を高めるために、
平成21年4月に老人大学院に入学しました。こ
の3月で卒業ですが、老人大学院生としての学
生生活は仲間も出来、活気があり、なかなか
楽しいものです。 
　老人大学院生は、卒業後、地域でボランテ
ィア活動をすることが使命だと 認識しています。
ただ、2年間は余りにも短すぎます。まだまだ、
実践面で学ぶことがあるように思います。基
礎を1年、実習で1年、研究で1年のせめて3年
制であれば、卒業後も安定した地域活動が出来、
より素晴らしいものになると思います。 

2学年1組　遠 周　正 義 

老人大学院生の使命 
 

　私は、老人大学院に入学して、講
義による学習やデイサービスセンタ
ーでの実習、アダプトプログラム＊1、
はがし隊＊2の活動を経験し、地域での社会貢献に熱く
燃えてきました。以下は、その決意表明です。 
①市民ボランティアとして、地域社会のために出来る
　事を目的に、アダプトプログラムを実施し、街中の
　ゴミを拾い、環境美化に貢献したい。      
②はがし隊は、街の景観を損なう違反広告（はり紙・
　立看板・のぼり旗・ラック類）の除去で、街の景観・
　美化・交通の安全に貢献したい。  
③デイサービスセンターでの実習では、利用者が我々
　に何を求めているか、我々には何が出来るのかを学
　び、得られた事・感じる事・喜び・達成感をボラン
　ティア活動に生かしたい。 
 

2学年2組　南 海　仁 
 

老人大学院で学んだことを 
地域社会に生かす 
 

 
 
　老人大学院では、講
義以外に地域の社寺、諸施設の見学が多く、
当地域に住んでいながらあまり知識のな
かったこれらを目で見て知ったことは、
よかったと思っています。加古川市の良
さを知る良い機会となりました。 
　今後の課題は、高齢化の進む地域に帰
って、どのようなことができるかという
ことです。自分自身のしたいことはたく
さんあり、それをしながら地域でどんな
活動ができるのか、そしてそれが価値観
の異なる人達の賛同を得られるのか、現
在模索中です。 
　今後は、これらの課題を解決するため、
地域の人達と協力しながら前向きに進め
たいと考えています。 

2学年3組 

久 保　太紀夫 
 

　入学当初、老人大学院にはコーラスク
ラブがありませんでした。私達は、高齢
者が自ら仲間づくりの輪を広げ、生涯学
習を通して自己の新しい生き方を創造し、地域社会の発展
に寄与できるように努めたいと思い、コーラス部設立を申
し出ました。クラブ設立と同時に在学生はもちろんのこと、
OB会にも呼びかけました。 
　以後、順調に発展し、老人大学院の名声に恥じぬよう努
力を重ね、現役・ＯＢ間の交流はもちろんのこと、高齢者
施設を毎年訪問し、市役所ロビーコンサートにも出演して
います。また、市外の合唱連盟にも加入し、老人大学院の
ＰＲ活動に務めています。 
　コーラスは、高齢者に適し、体力をあまり必要とせず、
腹部で大きく息をし、発声をするため、心身の代謝を高め、
脳の活性化に役立ちます。社会経済状況が変化してきた今日、
自分なりに高齢期をいきいきと生きながら、私達はできる
だけ日々を楽しく、地域社会との交流に役立ちたいと思い
ます。 

コーラスクラブ代表　足 立　一 彌 
 

老人大学院コーラスクラブの 
活動について 
 

高齢化の進む地域に 
帰って具体的に 
何ができるのか 
 

加古川市老人大学院　学 長　松 本　毅 

「学びの成果を地域社会に」を合言葉に！！ 

　加古川市老人大学院は、
昭和55年（1980年）9月
10日、諸先輩の熱い思
いを受けて開学、以来
本年は、記念すべき30

周年にあたります。今日まで、当大学院の発展にご貢
献いただいたすべての皆様に心から敬意と感謝を表し
ます。 
　当大学院の願いは、院生一人ひとりが、学びと実践
を通して、社会・経済状況の変化をしっかりと読み取り、
超少子・高齢社会の今、身近な地域社会の諸課題を地
域の人々と共に確認し合い、課題解決の支援者として
実践していただくことです。 
　院生の皆様には、機会あるごとに、これまでの人生
で培ってこられた知識や経験はもとより、当大学院で
の学びの成果を、何らかの形で地域社会の支援者とし
て生かしていただきたいと語りかけています。 
　一人ひとりができることは、仔細なことかもわかり
ませんが、できる時間に、できる範囲で、明るく楽し
く爽やかに、自らも楽しみながら、生きがいをもって

取り組んでいただくことをお願いしています。 
　当大学院のカリキュラムの編成・運営にあたっては、
次の『場』を大切にしています。 
　①楽しく学び合う場 
　②仲間の輪をひろげる場 
　③わが街に愛着を持てる場 
　④社会・経済状況の変化を読む場 
　⑤地域社会の支援者（ボランティア）として必要
　　な知識・技能を学ぶ場 
　⑥「学び」「気づき」「ひろげる」の3つのキー
　　ワードを大切にする場 
　現在も、市内のいたる所で、多くの卒業生が、仲間
と共に知恵を絞り、心の通う活動をされています。また、
在院生も、多くの人々の支援を受けながら、地域活動
を実践しています。 
　今後も、加古川市老人大学院運営委員の皆さんの指
導のもと、当大学院生との語らいを通して、より時代
の要請にこたえられるよう、地域に密着した支援者の
育成に努めてまいる所存です。市民の皆様のご理解と
ご支援を賜りますようお願いします。 
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加古川市ボランティアセンター 
〒675-8577　加古川市加古川町寺家町177-12　総合福祉会館内 
電話 （代）　　FAX  
E-mail  kakogawa-vc@kakogawa-shakyo.jp　 
URL    http://www.kakogawa-shakyo.jp

■問合せ・申込先 

社会福祉法人 加古川市社会福祉協議会 
〒675-8577　加古川市加古川町寺家町177-12　総合福祉会館内 
電話 （代）　　FAX  
E-mail  Kakogawa-shakyo@kakogawa-shakyo.jp　URL  http://www.kakogawa-shakyo.jp

■提出先 

ボランティアセンター 
シンボルマーク 

あ
なた
のやる気を応援します！

朗読（音訳）ボランティア養成講座

と　き 
 
 

ところ 
 

内　容 
 

対　象 
 
 

定　員 
 

参加費 
 

申込方法 

1月27日～3月17日 
毎週木曜日10:00～12:00（計8回） 
 
総合福祉会館 
 
「発声と朗読の実践」 
 
全講座を受講でき、講座終了後朗読ボラン 
ティア活動に参加する意欲のある人 
 
20人（先着順） 
 
500円（資料代） 
 
ボランティアセンターへ電話でお申し込み 
下さい。〈1月5日（水）9：00受付開始〉 
 

と　き 
 

ところ 
 

テーマ 
 

講　師 
 
 

定　員 
 

参加費 
 

申込方法 

2月6日（日）10:00～16:00 
 
総合福祉会館 
 
「障がい児・者のサポート術」 
 
NPO法人生涯学習サポート兵庫 
指導部長 
 
30人（先着順） 
 
500円（資料代） 
 
ボランティアセンターへお電話で申し込み 
下さい。〈1月5日（水）9：00受付開始〉 
 

外出支援ボランティア養成講座

　この講座では、朗読ボランティアとしての心得を
学ぶとともに、発声やアクセントなどの朗読の基礎
技術を習得し、視覚障がい者をサポートするボラン
ティアを養成します。 

　近年、障がい児・者の託児依頼や外出補助などの
ボランティア依頼が多く寄せられています。この講
座では、外出支援ボランティアの養成を目的に「発
達障がい」「知的障がい」等についても理解を深め、
コミュニケーション方法や外出時のサポートの仕方
を学びます 

　@“新しいこと”を始めるのは、だれでも勇気がいり

ます。ボランティア活動を始める場合も同じことがい

えます。「ボランティア活動という言葉はよく聞くけ

れど、内容はよく知らない」という人も多いと思います。

　「何かやってみたいけど、ボランティア活動内容が

よくわからない」という人の相談には、まず活動の種

類とその内容などを紹介して、興味や関心がありそう

な活動内容を確認しながら、これからの活動へ話を展

開していきます。

　こうしてボランティア活動を伝え、「私ならどうする」

と考えることで、活動につながりやすくなります。

　そして、「社会に役立つことをやっている」「自分に

もできそう」という気持ちを持っていただき、その気

持ちの後押しを活動中の

方々とともにボランティ

アセンターも一緒に進め

ていきます。

　これが、ボランティア

を増やしていく第一歩と、

大切に考えています。

　加古川市社会福祉協議会では「こんなまちにした
いな」を実現するために、第1次地域福祉推進計画
を平成19年3月に策定し、地域福祉の推進に取り組ん
できました。計画の最終年になる今年度は、成果と
反省を踏まえて「第2次地域福祉推進計画」を策定
しているところです。今後もより一層、誰もが安心

して暮らせるまちづくりを進めるため、行政と市民、
地域団体などが協働し、地域全体で支えあい、助け
合いながら地域福祉の推進をめざす必要があります。 
　今回「第2次地域福祉推進計画」の策定にあたり、
市民の皆さんのご意見を伺います。 
 

【計画の概要】 
 

【計画の全体像】 
 

地域福祉とは地域福祉とは

つながる・つなげる・つなぎあう

　地域福祉とは、地域の中の生活課題をみんなで共

有し、安心して暮らせる福祉のまちづくりのことです。 

　地域福祉の実現には、行政や一部の福祉関係の専

門機関だけでなく、町内会などの地縁組織をはじめ、

ボランティア活動や地域の助け合いなど、多くの人

の協力が必要です。 

　地域福祉を推進していくための基本方針を地域のネットワークづく
りにおき、4つのつながりを「地域の福祉力」と考えます。 
　また、基本方針とともに具体的な指針として加古川になじみ深い「か
つめし」の頭文字にそって重点目標を表しています。 

一人ひとり(その家族)ができること 自　助 

町内会・近隣者など、地縁によって 
住民同士が協力してできること 
 

互　助 

ボランティアや当事者組織など知縁 
や志縁によって協力してできること 

共　助 

行政や専門機関ができること 公　助 

基本理念 

基本方針 
と 

重点目標 
 

　地域福祉推進計画（素案）の全文は、
ホームページ、総合福祉会館窓口でご覧
になれます。ご意見などは、1月21日(金）
〈消印有効〉までに、直接または郵送、
FAX、Eメールでお寄せ下さい。 
　いただいたご意見は、市社協の考え方
などといっしょに3月以降、ホームページ、
社協だよりでお知らせします。 

かかわりの深い地域づくりを目指します か 

★地域とのつながり 

つながりを広げて孤立を防ぎます つ 

★支援・サービスのつながり 

メッセージを共有する人づくりを増やします め 

★活動する人のつながり 

信頼で築く情報ネットワークをつくります し 

★情報や制度のつながり 

人 地  域 

情  報 
 

活  動 

地域の 
福祉力 

榎 本　英 樹  氏 
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